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1. 本稿の目的

  本稿ではXMLに対するＥｃｌｉｐｓｅ[1]の入力補完ツールEE2E(Emacs Environment to Eclipse)[2]におけるインデント(字下げ)規則を規定する。本インデント規則はEE2E 2.2.1より適応される。

手作業でインデントを行う場合その作業は少なくとも簡単な作業ではない。しかし機械的にインデント作業を行うためには、一般的で実現容易なXMLのインデント規則が規定されていなければできない。本稿ではそのXMLインデント規則を規定する。それにより ＸＭＬの直接入力性が向上し、可読性が高くなり、結果、より生産性を向上させることができる。最終的にEE2Eの利用者を増やし知名度を向上させることを目標とする。

1.1 版数／作成日

  本稿の現版数は1.1.5である。2003年3月6日に作成され、2003年3月29日に改正された。

2. なぜＸＭＬでインデント規則が必要なのか？

XMLの入力方式にはオブジェクトとしてグラフィカルに表示するGUIや、HTMLエディターのようなタグを実質指摘に見せない形式のもの等、多種多用のものが存在する。しかし、XMLの本質的な特徴の一つテキストである。ということである。最終的にはテキストに落とされ、移植等の問題発生時には直接テキストで見ることができることこそが他のバイナリ形式で保存されたデータファイル形式のフォーマットと比較した場合の優位性の一つとなっている。

しかしながら、現在のXMLデータは人工的な出力を中心としており、可読性が必ずしも高いとはいえない。その直接的な原因はインデントが正しく行われていない。ということである。Java/C/C++等、インデントの有効性は既に知られるところであり、インデントは可読性の向上に著しく貢献する。また可読性を上げることができれば、ＸＭＬ文書の修正／変更を行うことも容易となる。

3. 用語の定義

インデント技術は単純なものではあるが、複数の用語が存在するため、本稿では以下の通り定義する。

3.1 インデント幅

空白１回の字下げを文字数を「１インデント幅」と規定する。図１の場合、インデント幅nは２文字である。

XMではインデントの空白を何文字に規定するか定めはない。ユーザは自由にその値を設定できるが、インデント幅により可読性は大いに異なる。タグ構造が１～２階層と浅い場合、インデント幅は大きければ大きいほど可読性は上がる。しかしタグ階層が深い場合、インデント幅の増大は横字数増大を招き逆に可読性が低下する場合がある。

具体的にはXHTML[３]や、Xi[４]のようなプログラム言語ではインデント幅を小さくし、Servletのweb.xml等のプロパティ設定[6]などではインデント幅は大きくした方が可読／入力性は向上する。

3.2 インデント値

実際その行で何文字先頭に空白を入れるかを表す数値をインデント値と規定する。図１の①はインデント４文字、またはインデント幅２とする。

3.3 対象行／対象インデント値

インデントするべき対象となる行(現在カーソルが存在する行)のことを対象行と規定する。

また、対象行のインデント値を対象インデント値と規定する。

3.4 基準インデント行／基準インデント値

   対象行が実際何文字インデントすることが必要なのかを定義付ける行のこと基準インデント行とする。図１では対象行が②のとき、基準インデント行は①である。通常は一つ前の行であるが、しかし空白だけの基準インデント行とはしない。そのような行は無視し、さらに１つ前の行に遡って基準インデント行とする。

また、基準インデント行のインデント値と基準インデント値と規定する。

4. EE2E XMLインデント規則の実際

4.1 EE2E XMLインデント規則

   インデント規則は以下のように規定する。

1． 基準インデント行を探索し、その行情報を取得する。基準インデント行が存在しない場合、インデント値は０とする。

2． 基準インデント値を取得する。

3． 基準インデント行内の < と > に対して以下を確認する。
ループスタート。

4． 基準インデント行に<が現れたときでかつ</または<!または<? でないとき、インデント幅を+２する。

5． 基準インデント行に<!が現れたときインデント幅を+1する。

6． 基準インデント行に</が現れたときインデント幅を+1する。

7． 前項目で、空白を除いた先頭が</でない場合、インデント幅をさらに-1にする。

8． 基準インデント行に＞が現れたときでかつ/>でないとき、インデント幅を-1する。

9． 基準インデント行が />で終わったとき、インデント幅を-2する。

10． ループエンド

11． 基準インデント行の>と<の数を比較して > の数が多い場合、基準インデント行内の最後の > を検索して /> でなければ、基準インデント行の行頭から前に向かって<を検索し、<! , <?  ,  </ のいずれでもなければ +1 する。

12． これまでの作業で、インデント幅が+1を超えた場合は+1にする。

13． これまでの作業で、インデント幅が-1を下回った場合には-1にする。

14． 対象行が</で始まるとき、インデント幅を-1する。

15． 全てを計算して修正したインデント幅によりインデント値が０文字より小さくなるときは、インデント値を０とする。

4.2 基準インデント行サンプル

  基準インデント行が以下のケースの場合、対象インデント行が、基準より幾つインデント幅をプラスすれば良いか、その実際例を以下に示す。

例１：開始タグ

	<b>


  この場合のインデント幅は+2-1=＋１である。

  対象行に「あああ」という文章が書かれている場合、以下のようになる。

	<b>

   「あああ」


例２：開始タグ(本文が先頭にある場合)

	ほげほげ<li>


  この場合のインデント幅は+2-1=＋１である。

例３：開始タグ(本文が後方にある場合)

	<li>ほげほげ


  この場合のインデント幅は+2-1=＋１である。

例４：開始タグ(本文が両方にある場合)

	ああああ<li>いいいい


  この場合のインデント幅は+2-1=＋１である。

例５：本文

	  ああ

  ああ


  この場合のインデント幅は＋０である。

例６：終了タグ

	  </a>


  この場合のインデント幅は +1-1=0である。

例７：終了タグ(本文が先頭にある場合)

	  あああ</a>


  この場合のインデント幅は +1-1-1=-1である。

例８：終了タグ(本文が後方にある場合)

	  </a>いいい


  この場合のインデント幅は +1-1=０である。

例９：終了タグ(本文が両方につく場合)

	  あああ</a>いいい


  この場合のインデント幅は +1-1-1=-1である。

例１０：組み合わせパターン1(open)

	<li><a>aaa</a>


  この場合のインデント幅は+2-1+2-1+1-1-1=1である。

例１１：組み合わせパターン2(close)

	<li><a>aaa</a></li>


  この場合のインデント幅は+2-1+2-1+1-1-1+1-1-1=0である。

例１２：単一タグ

	  ああ<br/>


  この場合のインデント幅は +2-2 = 0である。

例1３：開始タグ多重の場合

	<td><th>


  この場合のインデント幅は+2-1+2-1=+2であるが、特例で+1とする。なぜなら以下の場合に対応できないからである。

	<td><th>

aa

</th></td>


  このパターンを適応すると下記に対応できないが、EE2Eではこの形式は無視する。

	<ｔｄ><th>

     aa

  </th>

  bb

<td>


例1４：終了タグ多重の場合

	   </th></tr>


  この場合インデント幅は+1-1+1-1=0である。

例１５：タグが途中である場合(その1)

	<a  class=””


  この場合インデント幅は +２であるが、補正されて+1である。

例１６：タグの途中である場合(その2)

	<a

  href=”foo.txt


  この場合インデント幅は0である。

例1７：タグが途中で終わる場合(その1)

	<module relaxCoreVersion="1.0"
xmlns:relaxer=\"http://www.relaxer.org/xmlns/relaxer\">




  この場合>の数に不整合が起きているので +1–1 = 0がインデント幅になる。

例1８：タグが途中で終わる場合（その２）

	<a href=”box”
>


  この場合>の数に不整合が起きているので +1 –1 = 0がインデント幅になる。

例1９：タグが途中で終わる場合（その3）

	<hr class=box”
/>


  この場合インデント幅は –2であるが、補正されて-1である。

  >の数に不整合が起きているが、/>形式なので無視される。

4.3 対象行サンプル

  自分の行にあった場合の処置は以下のインデント幅を基準値から追加する。

例１：終了タグ

	</aaa>


  この場合のインデント幅はさらに-1である。

例２：開始タグ

	<aaa>


  この場合のインデント幅はさらに+0である。

例３：単一タグ

	<aaa />


  この場合のインデント幅はさらに+0である。

例４：タグ途中

	>


  この場合のインデント幅はさらに0である。

例5：タグ途中

	/>


  この場合のインデント幅はさらに0である。

例6：タグ途中

	あああ>


  この場合のインデント幅はさらに+0である。

例7：本文

	aaa


  この場合のインデント幅はさらに+0である。
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<ul>


   <li>foo


   bar    ①


   boo    ②
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図１：インデント幅
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